













A Case Study of Practical Teacher Training  






















































































































































































































































































































































第 3回 学校における教育課程とは何か ①（教育基本法～学習指導要領）
第 4階 学校における教育課程とは何か ②（学習指導要領～各学校の教育課程表～科目の年間指導計画）
第 5回 学校における教育課程とは何か ③（授業の指導案）
【写真 1】　「教育課程論」第 5回の授業の様子
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がはっきりと聞こえるかどうか審査をする役割をさ
せ，その場に緊張感を持たせた。板書もできるだけ学
生に行わせ，黒板の使い方や文字の大きさについて指
導を行った。これには多くの時間を要する上，授業者
である著者の板書計画を狂わせる事もあるので頻繁に
行うことはできないが，これを経験した学生は黒板を
書くことの難しさに気づき，練習をしなければという
気持ちにさせられるということだった。また，授業の
要点をまとめる課題を，そのことについて自分が授業
をする事を想定した板書計画を立てるという形式にし
た所，文章でまとめさせた昨年度よりも熱心に取り組
むようになり，より多くの学生が要点を的確に把握で
きるようになっていた。学生の中には，図形を用いて
関係性を表現したり，色チョークを使うことを想定し
て部分的に赤色にしたりする工夫をする者もいた。そ
ういった工夫をクラスで共有することで同様の工夫を
する学生が増えた。翌週の授業では，一人の学生が作
成した【写真 2】の板書計画を基に筆者が板書を行っ
たところ，学生の板書を見る目が教育者側のそれにな
り，「こうした方がより効果的だったのではないか。」
という指摘を受けた事も興味深い変化であった。
5.　お　わ　り　に
本稿では筆者が担当する「教育課程論」の授業を題
材として，他の科目との整合性・連続性を考慮に入れ
ながら，教材の分析・開発力，授業展開力という教育
実習（そしてその後の教員採用試験，採用後の教員生
活）において必要不可欠な実践的指導力の育成をする
ための方策を試験的に行った。本稿は授業第 5回の 4
年次学生による模擬授業が終了した段階で書かれたも
のであるため，こうした取り組みが，この科目に続く
教科教育法や教育実習事前・事後指導にどのような影
響を与えるのか，そして教育実習時の学生の教科指導
力の向上につながるのかについての検証を行うことは
できなかった。しかし，こうした指導力の育成が意識
されにくかった科目での取り組みの可能性とともに，
教育課程論の領域における理論と実践の往還が容易に
なることや教職課程全体の目標や計画を見据えた学習
ができるようになる可能性も示唆された。「教育課程
論」の授業の中で，教育目標を達成するための体系的
な教育課程を編成することが重要であること，そうす
ることで単なる科目の寄せ集めにはない効果が得られ
ることを学生に教えているが，それを実証するような
結果が現段階では得られている。そして，これこそが
冒頭で紹介した答申を初めとする教職課程の改善に関
する諸政策が目指すところであろう。それを検証する
ことと，こうした取り組みを他の教職科目にも普及さ
せることを今後の課題としたい。
参　考　文　献
 1） 中島夏子，小川和久，片山文雄他（2014）　「東
北工業大学におけるカルテとその活用事例 : 教
職指導と教職実践演習の取り組みの中間報告」
『東北工業大学紀要。2，人文社会科学編（34）』
【写真 2】　学生の板書計画課題
実践的指導力育成のための「教育課程論」に関する事例研究（中島）  33
pp. 47-57
 2） 中央教育審議会（2006）　中央教育審議会答申「今
後の教員養成・免許制度のあり方について」
